
はじめに

本稿は､ 戦後日本の娯楽の起源を占領期

GHQ の対日文化政策に見出すものである｡ だ

が占領期 GHQの娯楽とはいっても一部アメリ

カ兵による性道徳の退廃､ パンパンの横行､ キャ

バレーやダンスホールの名にかくれた売春業者

の繁栄に目を向けるのではない｡ 占領期 GHQ

の娯楽が最初に政策化されたと考えられる1945

年 ８ 月 に 誕生した RAA (Recreation and

Amusement Association) は性的慰安所とい

う様相だけでなく､ ｢芸能部｣ を設け､ アメリ

カの映画や音楽を日本に定着させていった｡ こ

の動きに日本政府も同調し､ 1947年４月に ｢特

別調達庁｣ を設置し､ ｢芸能課｣ を通じ GHQ

の文化政策を受け入れていくことになる｡

この当時､ アメリカ軍キャンプ等で活躍して

いた若者たちが後に芸能プロダクションの中心

となり､ 来るべきニューメディア ｢テレビ｣ の

特性を見極めながら戦後日本の娯楽を完成させ

ていくことになるのである(1)｡

本稿では､ 詳細に映画史､ ジャズ史､ 演芸史

を検討するのではなく､ 映画やジャズを GHQ

がいかなる考えの下に日本に普及させようとし

たかの過程及び､ それを受け入れた日本政府の

姿から､ 当時の時代感覚を見出そうとするもの

である｡

本稿の第１章では､ 1950年前後の日本におけ

る娯楽研究の動向について検討する｡ 第２章で

は､ 占領期の文化政策の一環として設立された

RAA の実態を取り上げながら､ GHQ が日本

にもたらした娯楽について考察する｡ 第３章で

は RAAを引き継ぐ形で日本政府が設置した特

別調達庁について芸能課の活動を中心に考察す

る｡

占領期娯楽の最大の特色は､ 性的慰安の側面

が主にアメリカ本土の世論の圧力により､ 厳禁

される中､ GHQがもたらした音楽や演劇といっ

た芸能的な側面が､ 理想主義的政策のたまもの

として日本に残り､ 後にテレビの普及と同時に

繁栄を迎えていったことであると考える｡

第１章 占領期日本の娯楽研究

本章では､ 占領期､ 主に1950年前後において

日本では娯楽がいかに研究されていたのかにつ

いて検討を試みる｡

娯楽の明快な定義を助ける手段として総務庁

統計局監修､ (財)日本統計協会編集 『統計でみ

る日本のサービス業』 (財)日本統計協会による

と現在､ 娯楽業が鑑賞､ 公営ギャンブル､ スポー

ツ､ 観光・行楽､ 娯楽に分けられており､ これ

らから主として論じたい占領期の娯楽に関して､

映画館､ 劇場､ 興行場､ 興行団は鑑賞部門に､

そしてダンスホール､ 芸妓､ 置屋は現在その他

の娯楽業に分類されている(2)｡

日本の繁栄にともない､ 娯楽が肥大化し多様

化してきたということについては論をまたない

のだが､ 敗戦直後､ 占領期においても占領国で

あったアメリカからもたらされた多くの娯楽が
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存在している(3)｡

1950年前後に娯楽がいかに研究され､ 認識さ

れていたのかを考察してみると､ まず様々な芸

術様式をその製作過程及び芸術家と享受者との

社会的相互関係を軸に､ 芸術全般を考察しよう

とする立場は､ アジア・太平洋戦争下に蔵内数

太の芸術社会学の構想の中に､ すでにその基本

的観点が提出されている(4)｡

戦前からすでに ｢芸術大衆化｣ 論争､ ｢民衆

娯楽｣ 研究といったものは存在しているのだが､

津金沢聡広が指摘するようこれらが ｢大衆芸術・

娯楽｣ の問題に注目し､ 論及した先駆的な業績

ではあったが､ 大衆を主体的な存在としてとら

える態度をもたず､ 従って､ ｢大衆芸術・娯楽｣

を単に低俗なものとして再認識することにとど

まり､ その内部に立ち入って､ 論及する作業を

怠っていた(5)｡

戦後に ｢思想の科学研究会｣ を中心として､

大衆芸術・娯楽を一人一人の大衆に関心をもち､

｢この関心を通して大衆からまなび､ 私たち自

身の感覚・思索行動を高めて行きたいとねが

う｣(6)という点からの成果が次々と発表されて

いった｡

だが､ 自分たち日本人が置かれていた占領期

に関するものとして､ 清水幾太郎の ｢機械時代｣

(『思想』 1950年８月) のように娯楽に逃避する

大衆をいかに政治的関心に向けて再組織化する

かを､ 政治的反動機運の高まってくる占領期か

ら講和を迎える段階での警告的発言として問題

提起をする先行研究はあったが､ 当の占領期に

もたらされた娯楽への視点がいずれとも乏しい｡

占領期ならではの娯楽､ あるいは占領期の娯楽

が占領以後にもたらした影響という視点が乏し

いのである(7)｡

もちろん､ 占領期日本の娯楽のほとんどが占

領国アメリカによってもたらされ､ 占領以後の

日本の娯楽形成の中心であったという言い方は

少々言い過ぎかもしれない｡ 当然戦後の新しい

法制もアメリカの風俗も､ 日本人の精神的バッ

クボーンまで変えてしまったわけではなく､ 日

本の伝統的な芸能の公演である仇討ち物や義理

人情物を事例にみてもわかるよう順次､ 復活し

ていった｡ のちの1950年代中盤に､ 識者の間で

仇討ち物や義理人情物といった芸能を鑑賞する

是非について議論がたたかわされたが､ 作品の

成立や内容についての多角的な娯楽研究検討が

なされたわけではなかった｡ また日本の娯楽へ

のアメリカ風俗の受容に関する議論も極めて乏

しいといわざるを得ない状況にあったのであ

る(8)｡

第２章 占領期の文化政策とRAA

本章では､ 占領期にアメリカがいかなる文化

政策の下に､ 日本で占領を行っていたのか､ 娯

楽の側面から考える｡ その際有力な糸口になり

えると考えられる RAAの実態についても言及

してみたい｡

第１節 GHQの娯楽意識

まず占領期においてアメリカは､ 敗戦国日本

に対して､ 硬軟両面から､ 占領政策を行ってい

た｡ 日本に駐留していたのが占領軍とはいって

も､ ほとんどがアメリカ軍であったことから､

アメリカの風俗文化が広がり､ 敗戦という抑圧

からの解放も手伝って､ 日本人の中にもアメリ

カの風俗文化は急速に拡がっていった｡ その軟

の方面を担っていた政策の一つが ｢３Ｓ政策｣

である｡ 米沢嘉博によれば､ (３Ｓ政策は) 日

本人に享楽をたっぷりと与えることによって骨

抜きにしようというもので､ ３つのＳとは､ ス

クリーン､ セックス､ スポーツである｡ スクリー

ンではアメリカ映画､ それも娯楽性の強い他愛

のないものによって､ 日本人にアメリカの復讐

などを考えさせないようにする｡ セックスは､
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性的メディアを氾濫させ､ 日々の享楽にのめり

込まそうというわけで､ カストリ雑誌などに対

して､ しばらくの間フリーの時代が生まれた｡

そしてスポーツは､ エネルギーをそちらで昇華

させようというもので､ 特にアメリカ産の ｢野

球｣ を奨励する｡ これに､ ギャンブルを加えた

｢３SG｣ が､ 軟らかい方面から日本国民を教育､

というよりは明確に ｢堕落｣ させるための方針

としてGHQがとった文化政策だったのである｡

精神面というより､ 身体性に訴えかける形での

享楽への誘いは､ うまくいったというしかない

だろう｡(9)という｡

管見の限り ｢３Ｓ政策｣ を明確に掲げた政策

文書は見当たらないのであるが､ アメリカがも

たらした娯楽は必ずしも戦前までの日本人の基

準からみて主に道徳上において歓迎されるもの

ばかりではなかったことは容易に想像できる｡

だが､ ｢身体性に訴えかける形での享楽への誘

い｣ は当時の日本人を魅了することに成功した

と同時に､ 日本に新しい娯楽をもたらしたのあ

る｡

娯楽を通じて魅了された日本人は占領国にも

かかわらず､ アメリカに好意をもつようになる｡

この点において1951年９月２日, ３日 (サンフ

ランシスコ講和条約会議開催前日と前々日) に

泉靖一が東京で行った ｢日本人がどのような異

民族観をもっているか｣ の調査結果が興味

深い(10)｡ この調査結果によると好意の順位が

もっとも高い民族は､ アメリカ人であるのだ｡

たしかに米沢がいうように､ ｢身体性に訴え

かける形での享楽への誘い｣ がうまくいったと

考えられる側面が現代から振り返ると多いかも

しれない｡ たしかに､ この時の享楽が一時的な

ものではなく､ 占領期以降の日本の娯楽を形成

していく上での萌芽期間と考えることも可能で

あろう｡

だが､ 当時占領政策を運営していく段階で障

害となる意見もあったと考えられる｡ また障害

になったのは少数意見のみならず､ アメリカの

対日文化政策の実施にあたって日本の娯楽の現

場関係者が戸惑うというケースもあったようで

ある｡ 映画を事例にしても､ 占領軍の指導方針

が､ 本来の娯楽の役割をも兼ね備える劇映画ま

でもをアメリカの宣伝啓発と見たものであって､

敗戦直後の混迷の中で､ 大衆が何を映画にもと

めているかの問題に重点をおいて考える日本の

劇映画制作業者との間に隔たりがあったようだ｡

ここまで明確な意識の差があったとも思わな

いが､ 当時､ 東宝で芸能担当だった森岩雄は手

記の中で､ ｢CIE は日本の民主化に必要な宣伝

啓発に資する劇映画の製作をすすめ､ 単なる娯

楽映画の製作を喜ばない傾向があった｣ と回想

している(11)｡ 1946年３月を事例とすると､ 34

の台本と16の大意が占領軍に提出され､ 17の劇

団が占領軍のチェックを受け､ そのうちミュー

ジカル３､ 現代外国演劇の翻訳が３ほど含まれ

ている(12)｡ 占領期の日本において娯楽は無条

件に製作されたのではなく､ アメリカの意向に

そった作品に限定されていたのである(13)｡

第２節 RAAの実態

1945年８月18日､ RAA は､ 東久邇稔彦首相

と近衛文麿副総理､ 外務大臣重光葵､ 内務大臣

山崎巌､ 大蔵大臣津島寿一らが､ ｢日本婦女子

の純潔が性に飢えた進駐軍兵士らに損なわれる｣

と心配し､ 内務省による占領軍向け性的慰安施

設の設置を指令､ この ｢進駐軍のための特殊慰

安施設を可及的すみやかに整備せよ｣ という無

電指令が､ 内務省警保局長から全国の警察網に

伝えられた(14)｡ これをうけて同年８月23日､

警視庁の高乗保安課長が東京都の料理飲食業組

合長宮沢浜次郎と総務部長渡辺政治を招き､

｢防波堤を作って婦女子を守りたい｣ と協力を

訴えたことに端を発する(15)｡
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この日､ 発表された警視庁の方針と計画の中

に､ ｢できれば､ 公娼・私娼・芸妓・酌婦､ 料

亭・旅館・ホテル・ダンスホールなどを一ヵ所

にあつめて､ 総合的な大歓楽街をつくってもら

いたい｣ とあり(16)､ この時点でダンスホール

のような娯楽施設と公娼や私娼といった売春施

設の差異が明確に考えられておらず､ これらの

存在を別個に切り離そうという警視庁の意向が

弱いものであったことが窺える｡

こうして同年８月26日に政府出資の事業資金

3300万円で進駐軍特殊慰安施設の運営団体とし

て RAAが警視庁に設立認可の申請をし､ ２日

後の８月28日､ 22名の理事全員が皇居前広場で

宣誓式を行った(17)｡ RAAに対する接客とダン

スホールの許可は第八軍軍用娯楽施設課長ウイ

ルソン大佐が与えている(18)｡

RAAの 『設立目論見書』 によると､ これは､

｢関東地区駐屯軍将校並びに一般兵士の慰安施

設｣ を目的として作られたものであり､ 事業内

容の中に遊技部として ｢射的､ ゴルフ､ テニス｣､

芸能部として ｢演劇､ 映画､ 音楽｣ などへの取

り組みがうたわれている(19)｡ この取り組みは

警視庁の方針と計画よりも一歩踏み込んだもの

であり､ この目論見どおりにいけば､ 国家ぐる

みの性的な慰安所ではなく､ 世界に類を見ない

占領軍のための一大娯楽施設が誕生するはずで

あった｡

またカフェー､ バー､ ダンスホールを担当す

るキャバレー部を設置した関係から純粋の慰安

所ではないが､ 銀座にダンスホール､ キャバレー

などを作って女給をおいた｡ その代表的なもの

に銀座六丁目の銀座松坂屋地下のダンサー400

名を擁するキャバレー形式のダンスホール ｢オ

アシス・オブ・ギンザ｣ がある(20)｡

｢オアシス・オブ・ギンザ｣ を取り上げた新

聞記事の中で 『ロサンゼルス・タイムズ』 を例

にあげると､ ｢東京発－日本人経営による､ 占

領軍将兵用の本格的ダンスホールが､ 今夜､ 東

京で華々しくオープンした｡ 相手をするダンサー

は500名｡ 飲物､ フロアー・ショーもある｣ と

報道されている(21)｡ さらに興味深いのがこの

新聞記事につづく ｢(中略) 同じような娯楽施

設作りに1000万ドルほどの資金の用意があり､

総司令部の了解もすでに得ている｣ とある点で

あり､ 占領軍のお墨付きを得た形で､ 大規模な

娯楽施設としてダンスホールを立て続けに建設

していく予定であったことが推測できる(22)｡

ダンスホールをみるとたしかに慰安施設協会

が女性を搾取している点では､ 遊郭と変わらな

いようであったが､ 福富太郎の ｢協会の主眼は

単なる性欲処理の慰安所をつくることだけでは

なかったようで､ 総合的なレジャー施設を設け

ることにあったと思われる(23)｣ という指摘に

も説得力があると考えられる｡

また RAA以外でも､ アメリカ軍向けのクラ

ブを作ろうという動きはあり､ 代表的なものと

して､ 1945年10月に安藤明によって作られた

｢大安クラブ｣ がある(24)｡ ここではアメリカ側

との公式交渉にワン・クッションを置く民間外

交の役割が期待された(25)｡ また長屋式の鳩の

街や焼けビルの吉原とちがって､ 大きなダンス

ホールを持ち､ ジャズのすきなアメリカ兵に快

適な満足をあたえたと思われるのは､ 小岩のイ

ンターナショナル・パレス (後の東京パレス)

であり､ ここにも寄宿舎の食堂を改造したダン

スホールが設営された(26)｡

ダンスホールの設営ラッシュの一方で､ クラ

ブやキャバレーといったものが ｢アメリカ合衆

国の軍隊を腐敗させようとする日本側のぬかり

ない､ よく組織された､ そして十分な資金で賄

われた謀略の物語である｡ その武器は､ 酒､ 女､

歓待であり､ その目的は占領軍の士気と目的を

破壊するにある｣(27)と一部では考えられた｡ た

しかに十分な資金があったことは確認できるが､
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日本側の謀略の意図は確認できず､ 占領下の日

本にそこまでの組織的な謀略を行う余裕があっ

たとは考えにくいのではないか｡

だが現に東京の33ヶ所の施設はどこもアメリ

カ兵が殺到し､ 性風俗の紊乱と性病の蔓延に手

をやいた｡ RAA協会以外のダンスホールにも､

いろいろと風紀上の問題点があり､ ダンサーに

も週１回の性病検診が強いられた｡ これはアメ

リカの一方的強制というよりも､ 治安面からオ

フ・リミット (立ち入り禁止) を恐れる日本の

当局の指導と､ 業者の自発的協力もあったよう

である(28)｡ なにより基本として GHQ は､ 公

娼がデモクラシーの理念に反すると考えていた｡

当時の RAA総務部情報課長鏑木清一によると

｢はじめは慰安所だけではなく､ ゴルフ場まで

含めた一大アミューズメント・センターをつく

る大理想をもって発足したのだが､ 政府の援助

資金が3300万円で打ち切られてからは､ 大理想

にほど遠いものになってしまった｡ 金のない協

会の内部事情を知った業者たちは､ 自己保身に

走り､ RAA の立て直しなど考えなかった｡｣

という(29)｡

1946年１月21日 ｢日本における公娼廃止に関

する覚書｣ がマッカーサー元帥代理アレン中佐

から出され､ 内務省では同年２月２日内務省令

第３号を公布､ 即日これを施行して同日各庁府

県に対し警保局長をもって警保局公安発第９号

｢公娼制度廃止に関する件｣ の通達が発せられ

た(30)｡ この公娼制度廃止は GHQ へのアメリ

カ本国の世論の圧力と民主主義的政策のたまも

のであった(31)｡

これらを理由に､ 同年３月10日､ 占領軍当局

の命令によって､ RAA 所属のすべての慰安所

に進駐軍将兵が立ち入ることを禁じられた(32)｡

公娼制度廃止直後､ 行政による娯楽施設への

指導が強化される｡ 同年４月18日には大阪府が

ダンスホールの大衆的利用を鑑みて営業を許可

する(33)｡ さらに同年６月に､ 警視庁は ｢キャ

バレー・ダンスホール・ダンス教習所規則｣ を

発令し､ 当時の社交場の代表的なものがダン

スホールであることを印象付けたのである(34)｡

法規制としては1947年12月に召集された第二

国会において､ 風俗営業法案が提出され､ 成立

する｡ 風俗営業法の対象は､ 料亭・カフェー・

キャバレー・ダンスホールなどで､ ここで売春

等の ｢善良の風俗を害する虞がある違法行為｣

があった場合､ 公安委員会の許可を取り消され

る｡ 管理売春が行われた赤線地区のみでの売春

が意図されたのである(35)｡

1948年11月に､ 日本本土を占領した第八軍を

はじめとするアメリカ兵の性病感染率が上がる

と､ 下げるための様々な試みもなされている｡

サービスグループによる､ 売春色の弱い健康な

娯楽やレクリエーション設備 (ボーリング場や

映画館など) の充実が考えられている(36)｡

だが､ 日本進駐直後からアメリカ兵に健康な

娯楽を提供しようというアメリカ軍の努力も大

きくは実を結ばない｡ 現状は､ 各部隊の娯楽係

(リクリエーション係) は､ ハリウッド映画を

常時上映した｡ 英文の本も､ 早くから日本政府

が協力して､ 日本全国で集められている｡ フッ

トボールやバスケットボール等のスポーツ施設

が奨励され､ アメリカ軍用の立派なプールも

1948年末までに作られる予定だった｡ しかし､

それらの施設を使うのは､ その近くの部隊に限

られた｡ 将校でない限り､ ジープを使う許可は

下りず､ まだ進駐軍専用バスが出ていない時で

ある｡ 足が無い下士官以下の兵隊たちがぶらつ

ける範囲にあった娯楽といえば､ ダンスホール

や売春施設だけだといえた(37)｡

RAA 自体は1949年４月22日､ RAA は上野

の観光閣で臨時総会を開き､ 正式に幕を閉じた

のである(38)｡
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第３章 特別調達庁の職務と娯楽

第３章では､ 日本政府が設置した特別調達庁

の組織と業務に着目し､ 娯楽にもたらした影響

について考察する｡

1947年４月28日､ 日本政府は総理大臣の管轄

下に ｢特別調達庁｣ を設置することを法令によっ

て決定して､ 同年５月10日から施行された｡ 特

別調達庁の業務は､ 占領軍が日本政府に要求し

た調達業務の一切を担当することが任務とされ､

年に1000億円以上の終戦処理費をもって調達業

務が行われた｡ 調達要求の内容の一つに役務の

提供があり､ 芸能の提供がホテルの運営やラジ

オ放送と併記されている(39)｡

特別調達庁はアメリカ軍関係の施設､ 設備の

営繕､ 物資調達をする役所だったが､ その事業

局のなかに独立した存在として､ ｢芸能課｣ が

設けられた｡

占領期日本には､ GHQ､ 第八軍､ 極東空軍､

極東海軍､ BCOF (英連邦軍) が駐屯しており､

東京を中心に全国に基地､ クラブを持っていた｡

さらにアメリカ軍は観光地の一流ホテルや大都

市の大劇場を接収していた｡

こうした場所へ娯楽を提供することを重要な

仕事としていたのが特別調達庁芸能課であっ

た(40)｡

芸能に関する調達役務は ｢調達芸能審議会｣

によって調査審議される｡ 審議会の組織及び所

掌事務の大綱については､ 特別調達庁設置法に

おいて規定､ および細部規定されており､ 同庁

次長を会長とし委員34人で組織された(41)｡

芸能関係の提供には､ 特殊役務部費があてが

われた (1951年２月22日)｡ 現に特別調達庁芸

能課にはバンドマンたちに好条件を保障する予

算がついた｡ 1947年には86億7500万円だった予

算が､ 1948年には571億400万円と6,5倍にはね

あがった(42)｡ この予算からバンドが高いギャ

ラをとるにはオーディションによってランクを

あげていかなければならなかった｡

ランキングは６段階 (場合によっては５段階)

に分かれていた｡

スペシャルＡ､ スペシャルＢ､ スペシャルＣ､

Ａ､ Ｂ､ Ｃ(43)｡

のちに渡辺プロダクション社長になる渡辺晋

は ｢ライフ・スタイルとしてのアメリカン・ド

リームを最初に実感した日本人はジャズメンで

あった｡ 格付けの演奏料金は､ 各キャンプの担

当者に通達され､ 出演したプレーヤーたちは､

仕事が終わるとアメリカ軍の PD (小切手) を

受け取り､ 終戦連絡中央事務局で現金化した｣

と回想する(44)｡

このランキングを決めるオーディションは､

戦前から西洋音楽に携わってきた日本人の音楽

家紙恭輔､ 牧芳雄らが進駐軍の委嘱をうけて行っ

た｡ 進駐軍の各クラブの査定も１ステージごと

にあった｡ ｢ENTERTAINMENT RECEIPT｣

という用紙があり､ そのなかで ｢AUDIENCE

REACTION｣ と ｢PERFORMANCE RATIN

G｣ が必ず担当者によってチェックされた｡ ス

テージごとの査定は､ EXCELLENT､ GOOD､

FAIR､ POOR の４段階に分かれ､ 査定された

という(45)｡

当時､ 特別調達庁の格付けの権限は大きかっ

たと推察できるが､ 大阪などでは日本交通公社

大阪中央事務所 (のちの梅田支店) のように独

自でバンドの進駐軍斡旋を行うケースもあった

ようである(46)｡

特別調達庁芸能課の運営はおおむね順調だっ

たようだが､ 芸能の支払いにおいて芸能者の事

務所認定を誤るということはあったようである｡

事務所が､ ｢その芸能をいたしますところから

離れております場合は､ その出張出演に対する

費用を払うという関係｡ それを払うべからざる

出張費用を払ったという御指摘｡ 規定の不備か

ら住所が形式上その出演地以外にあったため払
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わざるを得なかった｣ という金銭がらみのトラ

ブルが代表的に多かったようである(47)｡

格付け審査制度は1952年３月で廃止される｡

この廃止が意味することは､ 出演料の格差が特

別調達庁によって決められるのではなく､ マネ

ジャーの手腕によって決められることを意味す

るわけで､ マネージャーのマネージメントの重

要性が一気に高まる契機になったと考えられる｡

現代にまでつながる日本の芸能界の基本システ

ムがこの時期につくられたと考えることができ

る｡

おわりに

本稿では､ 西洋からの影響は個々の経歴にか

ぎらず､ 純粋な日本型の文化全体を形作るため

に影響を与え続けることを検証するため､ 占領

期日本の娯楽を中心にみてきた(48)｡ 戦後日本

が文化の形成に西洋､ 主にアメリカの影響を色

濃く受けていたことに異論はないだろう｡ 特に､

1946年から50年の間､ 日本を席巻した大衆文化

は､ アメリカ占領下における特殊な文化状況で

あり､ 代替物による文化支配的な側面を持って

いたことはまちがいない(49)｡

GHQがもたらした娯楽とはいったい何であっ

たのか｡ GHQ は娯楽の規制をしているがそれ

はけっして本望ではないだろう｡ その規制の中

で､ 見よう見まねで､ 日本の芸能界をスタート

させる人材が､ アメリカ型芸能システムに日本

型芸能システムを取り入れることで力をつけて

いった｡ その追い風となったのが数年後に登場

するテレビというニューメディアの誕生であっ

た｡

現に1945年秋から､ 日本人バンドマンによる

占領軍慰問がはじまり､ ジャズをはじめとする

アメリカ音楽が米軍キャンプでもてはやされた｡

アメリカ軍が接収した観光地の一流ホテルや大

都市の劇場への娯楽提供を仕事とした特別調達

庁芸能課は日本人バンドマンに好条件を保障す

るだけの予算を用意していた｡ 1947年に86億

7500万円といわれていた予算が翌年には6,5倍

にはねあがったという｡

このとき占領軍慰問専門組織として ｢花柳芸

能社｣ が芸能プロとしてすでに誕生していた｡

現在でもテレビ局が番組制作をする場合､ 法人

組織としか契約を結ばない｡ のちの芸能プロの

足場がここにあったのである｡ RAA を作った

特殊慰安施設協会は最初は決して性欲処理の慰

安所をつくることを目的していたわけではなかっ

た｡ RAA 配下の慰安施設がアメリカ本土の世

論の圧力により､ 厳禁される中､ アメリカの芸

能的な側面は､ 理想主義的政策のたまものとし

て日本に残り､ テレビの普及と同時に繁栄を迎

えていったのである｡

今後の課題として､ まず現代史上における娯

楽の本質に関する十分な把握のためには､ それ

が興行化し､ 固定化する以前における成立の根

拠を資本主義的生産様式に組み込まれていく社

会過程について鑑みた上で再検討することが重

要である｡

次に各娯楽間の交流やその史的発展過程の追

及に加えて､ 娯楽を取り巻く文化史との対応関

係をコミュニケーション構造として分析する視

点である｡ コミュニケーション構造の分析は､

娯楽を享受する大衆の分析にまで及ぶもので､

所属集団や労働過程との相互規定関係について

今後論及を深めていきたい｡

さらに､ 大衆の分析も受け手のみならず､ 娯

楽の演技者や制作者の意識構造および政策集団

における産業の内部構造に起因する諸条件の分

析についても当然含まれるであろう｡

最後に､ この研究はテレビ登場以後における､

支配体制による手段としてのマス・コミュニケー

ション及び娯楽に関する興行資本の独占が進展

しつつあるなかでの､ 集団の組織化という課題

占領期GHQの対日政策と日本の娯楽

― 41 ―



にもつながりが見出せるであろうと考えている｡

なお本稿では､ 紙幅の都合で占領期日本の娯

楽の実態の分析として､ クラブ､ 音楽､ 演劇､

演芸､ プロレス､ マンガの一部を取り上げるこ

とができなかった｡ 近日中に別稿をもうけたい

と考えている｡
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(25) ドウス昌代 『同上書』 Ｐ134～135
(26) 神崎清 『前掲書』 Ｐ151｡ アメリカ人記者のマー

ク・ゲインは､ このパレスを視察して ｢世界

最大の妓楼以上のもの｣ と評している (マー

ク・ゲイン､ 井本威夫訳 『前掲書』 Ｐ198)
(27) マーク・ゲイン､ 井本威夫訳 『同上書』 Ｐ119

～120｡ アメリカ側関係者は､ 毎日しつこく日

本側がいろいろな口実で酒を飲ませ､ 女を抱

かせたがったという (ドウス昌代 『前掲書』

Ｐ142)｡
(28) ドウス昌代 『同上書』 Ｐ134～135

(29) いのうえせつこ 『前掲書』 Ｐ31～32
(30) 原田弘 『前掲書』 Ｐ168
(31) ゲイボーイについても山岡明 (1977) 『占領下

の犯罪事情』 日新報道出版部Ｐ155～156に記

載がある｡
(32) 将兵のオフリミットで経営難に陥った RAA

はその後1949年５月､ ｢日本観光企業株式会社｣

に組織変更したと言われている (福富太郎

『前掲書』 Ｐ97)｡
(33) ホールでの酒類販売は､ 踊ることに重点を置

くため最小限度にとどめ､ 営業時間も午後５

時から同９時まで､ 入場料は１人３円以下､

ダンスチケットは１回 (３分間) ２円以下を

厳守させ､ 誰でも踊れる大衆的なものにする

方針がとられた (岩崎爾郎､ 加藤秀俊 (1971)

『昭和世相史〈1945～1970〉』 社会思想社Ｐ47)｡
(34) いのうえせつこ 『前掲書』 Ｐ172｡ 横須賀を事

例に取り上げると1952年６月､ 横須賀海軍ベー

スの司令官マックマナス大佐が市の首脳部に

発表した数字によれば､ ベース内の銀行で日

本金に換金されるアメリカ・ドルは､ １ヶ月4

00万ドル (13億円) に近いという (相良竜介

編著 (1975) 『ドキュメント昭和史６占領時代』

平凡社ｐ296)｡ このうち軍人・軍属の俸給が

約８億円を占めていて､ 商工会議所によれば､

３億円が東京､ 横浜などで消費されるが､ ５

億円は､ 横須賀で消費されるという｡ その５

億円のうち､ 約１億5000万円が ｢キャバレー・

ビヤホール・レストラン｣ で消費されており､

ヨコスカ市警の調査では､ 消費部門の受け入

れ体制としてアメリカ軍専門キャバレーが26

軒を占めているという (相良竜介編著 『前掲

書』 Ｐ297)
(35) 平井和子 (2004) ｢日本占領を ｢性｣ で見直す｣

『日本史研究』 500号Ｐ113
(36) 平井和子 『同上書』 Ｐ116｡ 必ずしもレクリエー

ション設備の充実は資金と利益の面でスムー

ズには進んでいない｡ ドウス昌代によれば､

辻穣キャバレー部長が企画した一大アミュー

ズメント・センター計画も次々潰されていっ

た一例である｡ 銀座のデパートの屋上に開い

たローラースケート場は､ アメリカ兵に人気

が出たが､ 儲けが薄いからと､ 短期間で閉じ

られた｡ 麻雀は､ すぐ勝負が決まらないので

アメリカ兵の気質に合わなかったが､ 彼らが

好んだポケット玉の ｢銀座ビリヤード｣ は
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1945年10月､ 平山三郎常務理事を責任者とし

てオープンし､ 人気があった｡ しかしここも

金の回転が早くないと､ RAAはあまり力を入

れなかった｡ 東京都から日比谷公園のテニス

コートを借りる話や､ ゴルフ場開きも､ かな

り話が進んでいるが､ 資金がかかる割には儲

からないとして､ 理事たちの賛成が少なく､

実行までに至っていないとある (ドウス昌代

『前掲書』 Ｐ170)｡
(37) ドウス昌代 『同上書』 Ｐ132～133
(38) 福島鋳郎 (1987) 『戦後雑誌の周辺』 筑摩書房

Ｐ263
(39) 1950年10月27日 ｢衆議院内閣委員会 閉５号｣

堀井哲治特調庁次長発言｡ 調達業務は1945年

９月２日の連合軍総司令官から日本政府宛に

発せられた指令第２号に基づき､ 詳細な指令

は1948年３月21日付の総司令部覚書､ スキャッ

ピン1872号及び､ 1950年７月26日付総司令部

覚書､ スキャッピン2104号に基づかれた｡
(40) 軍司貞則 (1992) 『ナベプロ帝国の興亡』 文芸

春秋 Ｐ38～39､ 軍司は ｢時代も晋を応援しツ

キを与えてくれた｡｣ (軍司貞則 『同上書』 Ｐ

38) と指摘｡
(41) 1950年３月28日 ｢衆議院本会議 31号｣ 江花

静発言｡ 細部規定と委員の任期等については

政令で定められている｡ 1951年５月17日には

行政機構簡素化の趣旨に沿い､ 調達役務､ 調

達芸能の両審議会は簡素化統合された｡
(42) 軍司貞則 『前掲書』 Ｐ39 仙台の進駐軍司令

部などは特別調達庁に対し､ 年間5000万円の

芸能予算を要求しているが､ そのうちのかな

りのパーセントがのちの渡辺晋夫人である渡

辺美佐の実家の経営するオリエンタル芸能社

に流れた､ といわれている｡ オリエンタル芸

能社は地方に多かった通訳兼芸能社の形態を

とっていた (軍司貞則 『同上書』 Ｐ64)｡
(43) ｢バンドマン１人につき､ １時間２ドルのギャ

ラが加算保証されていた｡ SAのバンドはたい

てい複数のクラブの専属になっていた｡ 昼食

時､ 夕食時､ それに深夜と３ステージぐらい

こなすので､ 最低でも１日に５時間は保証さ

れる｡ 10ドル (3,600円) である｡ 大卒の初任

給が500円からよくて1,000円､ 国家公務員一般

職の給与ベースが2,500円から6,307円という時

代､ 彼らは月に250ドル (９万円) は軽く稼い

だ｣ (松竹 (2004) 『この世の外へ クラブ進

駐軍』 映画パンフレットＰ23)｡
(44) 渡辺音楽文化フォーラム (1999) 『抱えきれな

い夢 渡辺プロ・グループ40年史』 Ｐ15｡ こ

の手続きを代行したのが ｢芸能社｣ で､ 各分

野からこぞって進出する状況であった｡ 芸能

社については別稿をもうけたい｡
(45) 軍司貞則 『前掲書』 Ｐ43､ 当時渡辺晋のバン

ドはランクＣであったが､ 1951年10月にはシッ

クス・ジョーズとして進駐軍のオーディショ

ンに参加しスペシャルＣをとったという｡
(46) 日本交通公社 (1972) 『日本交通公社70年史』

日本交通公社Ｐ181
(47) 1951年10月31日 ｢衆議院 決算委員会 ５号｣

川田三郎担当官発言｡ 特別調達庁とキャバレー

の関係は管見の限り指摘されていないが､

｢1951年９月の日米安保条約調印のころには､

立川､ 横須賀などの基地や周辺郊外の進駐軍

キャンプは次第に存在価値を失い始め､ 危機

感を強めた進駐軍キャバレーの経営者は権益

擁護を目的に1952年１月､ 全国国際社交事業

協会連合会を結成｣ したとある (福富太郎

『前掲書』 Ｐ86)｡
(48) Schilling, Mark (1997) The Encyclopedia of

Japanese Pop Culture (New York: Weather-

hill Inc,) Ｐ10
(49) 米沢嘉博 『前掲書』 Ｐ38｡ さらに米沢はのち

に戦後数年間､ アメリカ文化にどっぷりとつ

かってきた日本の大衆文化は､ この時代､ そ

の揺り戻し､ ｢逆コース｣ として､ アンチアメ

リカ的なものを無意識に求めていたのだとい

う (米沢嘉博 『前掲書』 Ｐ51)｡
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